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日
本
共
産
党
は
、
区
議
会
決

算
委
員
会
で
国
民
健
康
保
険
料

や
保
険
証
取
り
上
げ
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の

要
旨
で
す
。

国
民
健
康
保
険
料

均
等
割
り
が
２
７
０
０

円
値
上
げ
、
一
人
あ
た

り
平
均
６
２
２
３
円

５
年
ぶ
り
大
幅
値
上
げ

◎
質
問
＝
い
ま
雇
用
破
壊
と
景
気

低
迷
に
加
え
円
高
に
よ
る
影
響
な

ど
、
区
民
生
活
の
困
難
は
増
す
ば

か
り
で
あ
る
。
国
民
健
康
保
険
料

は
、
高
齢
者
や
自
営
業
者
、
失
業

者
な
ど
生
活
困
窮
者
が
加
入
者
の

大
半
を
占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
、
今
年

度
は
４
月
か
ら
は
、
均
等
割
が
２
７

０
０
円
ア
ッ
プ
し
、
一
人
あ
た
り
平

均
６
２
２
３
円
と
５
年
ぶ
り
の
大
幅

な
値
上
げ
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
保
険
料
を
支
払
え
ず
、

４
割
近
く
が
滞
納
し
て
い
る
深
刻
な

状
況
で
、
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
事
態
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
う
え
、
区
長
会
は
、
来
年
度

か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
の
賦
課

方
式
を
「旧
た
だ
し
書
き
」に
移
行

さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
「旧
た
だ
し
書
き
」方
式
で
は
、

公
的
年
金
控
除
の
必
要
経
費
と
基

礎
控
除
は
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

扶
養
控
除
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

控
除
に
つ
い
て
は
控
除
さ
れ
な
い
た

め
、
障
害

者

を

か

か
え
る
世

帯

を

は

じ
め
、
多

人

数

の

世

帯

ほ

ど
大

き

な
負

担

増
と
な
る
。

左
表
の
例
で
の
計
算
で
間
違
い
な
い

か
。

●
答
弁
＝
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
質
問
＝
「旧
た
だ
し
書
き
」方
式

に
移
行
し
た
場
合
に
、
足
立
区
で

負
担
増
と
な
る
世
帯
は
何
％
か
。

●
答
弁
＝
特
別
区
全
体
で
は
２
割

が
上
が
る
。

◎
質
問
＝
国
保
料
は
前
年
度
の
所

得
で
計
算
す
る
の
だ
か
ら
足
立
区

の
推
計
が
で
き
る
は
ず
、
計
算
で
き

な
い
と
い
う
の
は
２
３
区
で
「
試
算
は

公
表
し
な
い
」
と
で
も
申
し
合
わ
せ

て
い
る
の
か
。

●
答
弁
＝
申
し
合
わ
せ
は
な
い
が
試

算
で
き
な
い
。

◎
質
問
＝
足
立
区
の
世
帯
数
で
試

算
す
れ
ば
私
で
も
で
き
る
。
私
と
し

て
は
試
算
し
て
あ
る
が
、
区
は
情
報

を
積
極
的
に
公
表
す
べ
き
だ
が
区

民
部
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

●
区
民
部
長
答
弁
＝
で
き
る
範
囲

で
試
算
し
て
示
し
て
い
く
。

◎
質
問
＝
短
期
保
険
証
・資
格
証

明
書
発
行
に
つ
い
て
聞
く
。
区
は
10

月
に
資
格
証
明
書
の
発
行
を
再
開

し
た
。
資
格
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

真
に
払
え
る
の
に
払
わ
な
い
も
の
に

発
行
す
る
と
国
会
答
弁
も

あ
る
が
対
応
は
ど
う
か
。
資

格
証
明
書
発
行
世
帯
は
何

世
帯
か
。

●
答
弁
＝
10
月
は
６
３
０
世

帯
に
資
格
証
を
発
行
。
悪

質
な
滞
納
者
か
ど
う
か
納

付
交
渉
の
機
会
を
確
保
す

る
た
め
に
お
こ
な
う
。

◎
質
問
＝
毎
年
の
よ
う
に
あ
が
る

保
険
料
に
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
る
。

保
険
証
の
取
り
上
げ
、
資
格
証
の

発
行
に
切

り
替

え
は
、
憲
法
２
５

条

の
生
存
権
を

危

う
く
す
る
結

果
に
な
り
か
ね
な

い
も
の
で
あ
る
。

保
険
料
を
上
げ

な
い
た
め
に
は
、
こ

の
間
削
ら
れ
て
き

た
国
庫
負
担
を

計
画
的
に
増
や

す
こ
と
。都
区
制

度
改
革

の
際
に

負
担
金
か
ら
補

助

金
に
変
え
ら

れ
大
幅
に
削

ら

れた東

例＝年収５００万円・４人家族

配偶者は専業主婦、子ども２人・ひとり

は特別障害者の場合はこうなる

今までどおりの住民税方式だと（配偶者

控除・扶養控除・特別障害者控除＝176万

円）

保険料は年231,840円↓

旧ただし書き方式 へ移行（控除17

6万円なし）保険料は年326,949円

年間9万5千円余の大幅値上

げ
経過措置で救済（2年間）されたとして

も保険料は合計年72，189円高くなる

●
募
集
日
程
＝
平
成
22
年
11
月
１
日
（
月
）

〜
11
月
10
日
（
水
）

●
対
象

募
集
の
詳
細

抽
せ
ん
日

平
成
22
年
11
月
・
家
族
向
・
単
身
者
向

・
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
・

多
子
世
帯
向
）
・
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

●
家
族
の
場
合

1.
東
京
都
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

2.
同
居
家
族
が
い
る
こ
と

3.
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
で
あ
る
こ
と

4.
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

●
単
身
者
の
場
合
ー

1.
東
京
都
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
、

2.
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
で
あ
る
こ
と
。

3.
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど

連
絡
先

３
８
８
０
―
５
７
７
０

秋空のもと10月24日、第18回北部ふれあいまつりが
陣川戸公園で盛大に行なわれ楽しく交歓しました。



第
3
回
定
例
会
・最
終
本
会
議
は

10
月
22
日
行
わ
れ
、
オ
ウ
ム
真
理

教･

ア
レ
フ
の
み
を
規
制
す
る
「反
社

会
的
団
体
の
規
制
条
例
」
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
（地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
等
）
を
行
い
、
団
体
規

制
法
に
よ
っ
て
観
察
処
分
を
う
け
て

い
る
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
等
）
に

対
し
て
足
立
区
は
、
活
動
報
告
を

義
務
づ
け
、
従
わ
な
い
場
合
は
立
ち

退
き
を
命
じ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の

で
、｢

特
定
の
団
体
の
規
制
に
特
化

し
た
条
例｣

は
全
国
初
の
も
の
で
す
。

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
等
）
は
、

足
立
区
入
谷
に
全
国
最
大
規
模
の

拠
点
施
設
を
つ
く
ろ
う
と
工
事
を
は

じ
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
は

「
オ
ウ
ム
真
理
教
の
施
設
阻
止
」
に

む
け
て
、
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

区
議
会･

総
務
委
員
会
で
も
同
趣

旨
の
陳
情
を
採
択
し
、
国
へ
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
団
体
規
制

法
を
所
管
す
る
公
安
警
察
が
し
て

い
る
こ
と
は
監
視
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
、
オ
ウ
ム
施
設
の
建
設
を
阻
止

す
る
有
効
な
手
立
て
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
足
立
区
あ
げ
て
、
オ
ウ
ム

真
理
教
へ
の
調
査
、
命
令
、
退
去
命

令
な
ど
区
が
講
ず
る
べ
き
措
置
を
さ

だ
め
た
条
例
で
す
。
保
木
間
に
あ
る

2
ヶ
所
の
オ
ウ
ム
施
設
も
対
象
と
な

る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
条
例
が
憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
思
想
・
信
条
、
信

教
、
集
会
・結
社
の
自
由
、
表
現
及

び
学
問
の
自
由
を
脅
か
す
こ
と
が
な

い
よ
う
「反
社
会
的
団
体
で
あ
る
オ

ウ
ム
に
特
化
し
た
条
例
」
を
つ
く
る

よ
う
提
案
し
、
区
も
そ
う
し
た
方
向

で
条

例
案

を
つ
く
る
こ

と
を
表
明
、

今

回
の
条

例
制
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
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質問にお答えします ④

Ｑ―今年のノーベル平和賞を中国の作家、劉焼波（リュウ･シャオ
ボー）氏に授与すると発表、体制批判をどう考えますか？

Ａー中国政府は、劉氏について「中国の法律に触れ刑を科されてい
る犯罪者｣「ノーベル賞の趣旨に反し、平和賞をおとしめる｣と批判

し、ノルウェー政府に対しても批判し漁業交渉も中止しました。

日本共産党は、これまで中国に対して直接、また世界のマスメディ

アに対しても「どのような体制であれ、言論による体制批判には、

禁止ではなく、言論での対応が重要だ｣との立場を明確にしていま

す。同時にその国の政治体制や社会のあり方などをどう選び、どう

進めるかは、その国の国民と政治勢力が自主的に決めることで外部

から介入するやり方は適切でないとの立場を表明してきました。

そうした内政不干渉の原則をふまえつつ、日本共産党と中国共産

党との関係が正常化された初めての両党会談(1998年7月）で不破哲

三委員長(当時）は、胡錦涛国家副主席(当時）に「1989年に天安門

事件が起きた時に、わが党は平和的な運動を武力行使でおさえるこ

とは、社会主義的民主主義とは両立しえない暴挙だと指摘しました。

この問題では、今も意見と評価の違いがある｣「社会に本当に根を

下ろしたと言えるためには言論による体制批判に対しては、これを

禁止することなく、言論で対応するという政治制度への発展を展望

することが重要だ」と考えを提起しました。 （しんぶん赤旗･10

月15日付け3面を参照ください)

くわしくは、伊藤和彦区議にお問い合わせください｡

目的ー区民の安全・地域の平穏の確保

●反社会的団体とは 団体規正法で観察処分をうけ

た団体で「旧オウム真理教（アレフ・上祐派）のみ

役員・構成員氏名・活動内容の報告義務

●脅威・不安の協議

●説明会の要求・開催

支援措置ほか

●安全の脅威等の調査

●住基法に基づく調査

●調査の拒否、命令に従わ

ない場合、罰金（過料）

●協議のあっせん命令

●脅威の除去措置の勧告

●未措置の場合立退き命令

アレフ関連会社（宝樹社）所

有の建物･入谷9丁目

花
畑
2
、
6
丁
目
付
近
は
信
号

機
が
多
く
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、

「
花
畑
中
学
校
そ
ば
の
信
号
機
と

区
立
か
し
の
木
公
園
そ
ば
の
信
号

機
に
名
前
を
つ
け
て
欲
し
い
」

「
場
所
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
」
と
住
民
の
方
か
ら
声
が
あ

り
、
区
道
路
管
理
課
長
に
再
度
、

名
前
看
板
の
設
置
を
要
請
し
ま
し

た
。

（
伊
藤
和
彦
）


